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    1) In the first case two considerable bladder diverticulums were detected. These 
 will probably be due to playing often polepushing when in the youth and press on 
 sternly the abdomen, so that it would perhaps result in the disease of the prostatic 
 hypertrophy. 
    2) The second case. Chronic cystitis as the cause of the disease cannot be denied, 
 and yet it can be suggested as the accidental disease. 
    3) The third case. This is the rare case, because the bladder is almost full of with 
 sandy stones. It is suggested that the cause of the infection of the sandy stones is 
 quite considerable under the unfit insertion of Nelation's Catheter. 
    4) Here the complications and accidental diseases of the above three cases have 
 been reported, and the statistical observations have been made by the investigators 
 and our cases of these six years. In the 109 cases of the prostatic hypertrophy of our 
 cases we have been able to suggested the bladder diverticulum 1.21%, bladder tumor 















にそ の臨 床所見 を簡単 に記載 し,若 干 の統計的
観察 を試みた。





























膀胱 「レ」線像では左後壁に 憩室2個 を 認 め た
(第1図)
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1好 塩 基 球 0.5 但し直接心筋障碍はな
「 1リ ン パ
球 8.5 く,機 能 的 な もの.
ー 1単＼ 球 2.0 尿 所 見 2杯尿共に個濁,
1 血 清 総 蛋 白 量 7・49/d1 蛋 白(+).赤血 球,(粁),
血 清 ア ル ブ ミ ン 4.19/dl 白 血球(+),細菌(+).
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第3表 第 皿例 前 立腺 マ ッサ ー ジ後 酸 フォ ス ァ ターゼ 定 量
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第5表 第 皿例 前 立腺 マ ッサ ー ジ後 酸 フォ ス フ ァ ターゼ定 量
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第6表 昭和29年1月～34年12月の6年問の
合併症の頻度
合 併 症1・ 年間・E計1百 分 率
膀 胱 炎
副 睾 丸 炎
前 立 腺 炎
尿 道 炎
尿 道 狭 窄
膀 胱 結 石
前立腺 結石
腎 結 石
膀 胱 腫 瘍
腎 腫 瘍






























の期間が長 い程,存 在合併症 θが大 であつた と
記載 している.
本 邦では,戦 前 か ら岡 山大学で前立腺肥大症
に関す る統 計的観 察が続 け られ ているが,大 正
9年か ら昭和29年までの35年間 の統計 によれば
前立 腺肥大症804例に於け る合併症 の頻度は,
刑 睾 丸 炎140例(27.8%),膀 胱 炎127例
(25.2%),腎孟炎3例(0.6%)の 順 に 尿 路
感染が最 も多 く,次 いで,膀 胱結石82例(16.3





























染が最 も多 く,次 いで尿路結石,尿 道狭窄 の順
に多 い.心 臓血管系合併症 も比較的多数認 め ら
れ た.
此 等の合併症或は偶 発症 の頻度 を,従 来の丈
献 に徴すれば次の通 りであ る.
Huggins(1947年)は,前立腺肥大症395例
に於 て,心 臓血管系障碍の226例以外 に,尿 路





%,膀 胱結 石10,5%を記載 し,い ずれ も 閉 塞
括
我7(の経験 した第1例 は,前 立腺肥大症 に1
つは右側壁,他 は右尿管 口後側壁 の計2箇 の巨
大憩室 を合併 した ものであ る.
従来,膀 胱憩室 の原因 については,一先天性 及
び後天性 の素因 によるもの と2派 の 仮 定 が あ
る.Rothbunは,凡ての真性 の 憩 室 は 先 天
的 の もので あると極 言 してい る.Englishは,
その胎生時に於 け る炎症 が原 因だ と記載 してい
る.Juddは,憩 室 は乳児乃至幼児 に報告 され
てい る例 をみて も,疑 い もな く憩室形 成は先天
性の ものであ るとし,そ れ等 には何等 かの膀胱
に於 け る一義的 欠陥 を認 め ると述 べてい る.多
くの学 者は,そ の発生部 位が尿管 口附近 に多い
ため,所 謂11retericblldsの発生過程 の異常
で あると云 つてい る.Watsonは,彼 の胎生児
の膀胱 発生 の過程 の研究 に於 て,そ の 胎 生 期
の初期 には膀胱 内圧 によつ てた や す くridge
-likedemarcationをお こし,そ れが炎症,
その他 の機転 で上皮脱落が お こり,膀 胱粘膜 の
癒着 を来 して憩室 をお こす ものである と説明 し
てい る,勿 論 これ らに後来,例 えぱ下部尿路を
閉塞せ しめる様 な疾患,即 ち尿道狭窄,前 立 腺
腫瘍,正 中索,膀 胱頸部痙攣或 は膀胱 麻痺の様
な疾患が 合併する と,著 し くその憩室形成を増
大せ しめる と述べ ている.
Howardは後天性素因 を考 え,そ の憩 室 例
は専 ら男性 に限 られ,彼 の経験 した女性例 は僅
か2例 にす ぎなかつ たが,こ れ とて も,そ の尿
道 カル ンクルスに よる排 尿障碍 を無視 する事は
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出来 ない と云つている。Thomasは,憩 室形
成は後 天性 で,唯 僅 少の例 に於 てその発生学的
欠陥がみ られ るにす ぎない としで いる,
即ち,何 れに して も先天性 に何等かの発生学
的欠陥が膀胱 にあり,そ れ に膀胱 内圧を昂進せ
しめ る様な,例 えば下部尿路 の閉塞等 を合 併す
ると,一 層その発達 を促す もので あろ う.
さて我7〈の第1例 を考 えるに,そ の 先 天 性
膀胱発育 の異常 は措 くとして,青 年時代か ら現
在 まで好んで棒押 しを行 い,下 腹部 に絶 えず圧
力を加 える事 により,膀 胱 に10cusminoris
resistelltiaeを惹起 し,且 つ中年以後前 立 腺
肥大症 を合併して尿路の閉塞 が加わ り,一 層膀
胱の内外か ら圧力が加わ る事 より憩室が発生 し
たものの如 くで ある.




ば膀胱癌前駆疾患 として,1)良 性 腫 瘍 の 悪
化,2)Leukoplakie3)感染 を併つた上 部
尿路結 石,4)住 血吸虫病 にて卵子 石灰沈着 よ
りsandypatchesとなり乳頭状 腫瘍 を 形 成
等が記載 されている.Fergerson以来,anilin
膀胱腫瘍の幾多 の実験的及 び臨床的報告 によれ
ば,近 来では,慢 性膀 胱炎等 に よる 長 期 刺 戟
説,発 癌物質の遊 離等 が云 われている.然 し本
例 では前立腺肥大症に よる残 尿や炎 症 が 刺 戟
となつて,膀 胱腫瘍 を合 併したので はな いか と
云 う推 定も出来 る程度 で,特 に顕著 な因果関係
は認め られない.唯 日常臨床的 に注意 しなけれ
ばな らないのは時 による とこうした偶発症 が無
い訳でないか ら,前 立 腺肥大症 の患者に於 いて
も可及的に膀胱鏡検査 をして,膀 胱 内容 を術前
ヒ見極めてお く必要が ある.
第 皿例 に於 け る結 石形 成は,前 立腺肥大症 に
於 ては 日常遭遇 す るもので,決 して稀有 のもの
ではない.然 しなが ら,唯 その結石が砂様で,
殆んど膀 胱に充満 して内腔 を満 し,そ の 「レ」
線像では一見前立腺癌様所見 を呈 し,し か も留
置カテーテル よりその膀胱洗際時絶 えず砂様結
石を少数排 出していたので,膀 胱結 石を合 併せ
411
るもの と推定 出来た.勿 論,術 前に膀胱鏡加行
も不能であつた.多 数結 石例 は,北 川氏 の報告
に もみ られが,手 術時 に於 て始めて前記 の如 く
砂様結 石が全膀胱 内容 を充泓 し,し か も膀胱粘
膜 は著 しく充血肥厚,全 面 に多数 の肉柱形成,
或は偽憩室形成 をな し,そ の内部 にも多数 の結
石を嵌入 していた稀 有の症例 であつた.こ れ も
長年 自己流 に尿道ヘ ネラ トン氏 カテ ーテルを挿
入して感染 を一一層激化 せしめたためであろう.
結 語
1)第1例 は著 明な2箇 の膀胱憩 室 を 認 め
た.こ れは青 年時代 に好んで捧押 しを行 い,下
腹部 に圧力を加 えた事が前立腺肥大症に本症 を
誘発 した ものであろう.
2)第 皿例 は誘因 と して慢性膀胱炎 も否定出
来ないが,諸 家の報告 の統計上偶 発症 も考 えら
れ る.
3)第 皿例 は膀胱 内容を殆 ん ど満た した砂様
結石 を合併 した稀有 の例で,長 期 にわ たり自家
の不適当 なネラ トン氏 カテ ーテル挿入に よる感
染が結石の癸 生を一層著明な らしめた と考 え ら
れ る.
4)以上3例 の合併症或 は偶発症を報告 する
と共 に諸家 及び最近6年 間の自家 の統計的観察
を行 つた.自 家 の前立 腺肥大症109例に合併 し
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